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ま
ず
初
日
の
一
日
r
」
八
幡
神
社
の
み
こ
し
か
、
可
愛
い
い

稚
児
行
列
を
甘
供
に
市
内
を
ま
わ
り
、
延
岡
か
ら
特
別
出
演
し

た
延
岡
パ
ン
パ
踊
り
隊
や
市
内
の
舞
踊
団
が
一
キ
。
ほ
ど
の
列
を

つ
く
っ
て
街
を
踊
り
歩
き
、
ま
た
市
町
店
街
の
自
動
車
約
四
十

台
が
〃
祝
新
産
業
都
市
指
定
〃
の
幕
を
は
り
つ
け
独
特
の
装
飾

を
行
な
い
市
内
を
行
進
す
る
な
ど
お
祭
り
気
分
を
一
層
も
り
あ

げ
ま
し
た
。

　
「
方
市
内
十
七
ケ
所
に
は
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
見
立
細
工
が

客
の
目
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
見
立
細
工
は
新
産
業
都
市
指
定
の
よ
ろ
こ
び
を
表
わ
し

た
も
の
か
ほ
と
ん
ど
で
、
大
き
く
は
ば
た
い
て
発
展
し
よ
ケ
と

す
る
日
向
市
を
天
馬
で
表
わ
し
た
「
天
馬
擁
ヒ
町
一
区
作
品
」

や
工
業
都
市
と
し
て
将
来
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る
日
向
市
の

姿
を
模
型
で
表
わ
し
た
「
躍
進
す
る
日
向
市
目
南
町
作
品
」
、

新
産
都
市
指
定
の
立
て
役
者
で
あ
る
黒
木
知
事
と
藤
井
市
長
を

飾
り
人
形
で
表
わ
し
、
そ
の
中
央
に
桃
太
郎
で
新
産
都
市
の
誕

生
を
表
わ
し
た
「
新
産
都
市
た
ん
じ
ょ
う
H
駅
前
作
品
」
な
ど

み
な
す
ぐ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
南
郷
村
鬼
神
野
の
臼
太
鼓
踊
り
、
弓
道
大
会
、
生

け
花
霞
な
ど
が
こ
の
祭
り
に
「
層
の
華
を
そ
え
、
三
日
問
の
祭

り
も
幕
を
と
じ
ま
し
た
。

（

　4月から財光寺立松に建設着工した「し尿処理場」は、強制

酸化槽、塩素滅菌室、ガス貯留槽、最終沈澱槽、高率撒布炉床

第一、第二の消化槽、ポンプ室、ボイラー室、脱臭室など全工

事が完成し、さる1日から操業を始めました。

　総工費は4千万円で1日の処理能力は2万立（2万人分）の

し尿を浄化処理し、処理後の水は飲料水にも使用できるほど完

全です。

　なお敷地1千6百駒平方メートルにはシュロやヒロー、桜な

　　　　　　　　　　　どが植えられており、し尿処理場と
　63，　　　　　　いった感じは全くなく、むしろ公園

10月号謡講鐙（写真は

，

に
ぎ
わ
っ
た
十
五
夜
祭
り

　
　
　
　
　
新
麿
同
市
祝
賀
も
か
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
年
に
な
い
に
ぎ
わ
い

　
日
向
市
名
物
、
ま
た
県
北
「
の
祭
り
と
い
わ
れ
る
「
十
五
夜
ま
つ
り
」
は
、

二
日
の
十
五
夜
を
申
心
に
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
三
目
闇
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
　
（
写
真
右
）

　
こ
と
し
は
、
日
向
、
延
岡
地
域
新
産
業
都
市
指
定
の
祝
賀
も
か
ね
て
例
年
に

な
い
に
ぎ
わ
い
で
、
三
日
間
の
人
出
は
ざ
っ
と
八
万
人
も
数
え
ま
し
た
。

レ

●

成したし尿処理場

・　　　一日に二万人分を処理

完
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細島に第二の工場進出
　　嚢籍量籍との総合甘味工場

　　　工費34億円で来年末に完成

　
新
産
業
都
市
の
指
定
で
将
来
の
発
展

が
約
束
さ
れ
て
い
る
日
向
、
延
岡
地
域

の
主
要
地
で
あ
る
細
島
に
、
鉄
興
社
に

つ
い
で
二
番
目
の
総
合
甘
味
工
場
の
進

出
が
決
ま
り
、
さ
る
三
十
日
、
県
と
会

社
側
の
問
で
覚
書
か
と
り
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
　
（
写
真
右
）

　
進
出
が
き
ま
っ
た
会
社
は
、
東
洋
果

糖
株
式
会
社
と
共
和
製
糖
株
式
会
社

（
両
社
と
も
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、

社
長
管
貞
人
氏
）
で
、
進
出
場
所
は
細

島
臨
海
工
業
地
区
の
第
三
区
、
県
有
埋

立
て
地
（
九
万
九
千
平
方
癖
）
で
公
共

阜
頭
の
西
側
に
あ
た
り
ま
す
。
　
（
図
面

参
照
）

　
両
社
の
計
画
で
は
、
こ
の
図
面
の
位

置
に
東
洋
果
糖
は
外
国
果
実
と
南
九
州

で
生
産
さ
れ
る
カ
ン
ノ
ヨ
テ
ノ
プ
ン
を

原
料
に
し
た
果
糖
、
ブ
ト
ウ
糖
工
場
を

●

ま
た
共
和
製
糖
は
輸
入
粗
糖
を
精
製
糖

に
す
る
工
場
を
隣
接
さ
せ
て
建
設
す
る

計
画
で
す
。

　
投
下
資
本
は
二
工
場
合
わ
せ
て
三
十

四
億
円
で
来
年
十
二
月
ま
で
に
は
完
成

さ
せ
、
年
間
生
産
額
は
果
糖
十
八
億
七

千
万
円
、
ブ
ド
ウ
糖
十
「
億
二
千
五
百
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、
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、
し

編
輯
思
懸
を
再
程

国
民
健
康
保
険
条
例
も
一
部
改
正

　
昭
和
三
十
八
年
度
第
四
回

九
月
定
例
市
議
会
は
、
さ
る

九
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま

で
の
四
日
間
開
か
れ
ま
し

た
。
’
　
こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ

れ
た
議
案
は
、
公
平
委
員
会

委
員
の
選
任
や
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
、
そ
れ
に
日
向
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
公
営
住

宅
建
設
特
定
計
画
、
し
尿
処
理
施
設

（
継
続
）
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事
業

公
有
林
整
備
事
業
に
対
し
て
の
起
債
と

償
還
方
法
な
ど
二
十
二
議
案
で
全
部

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
は
次
に
そ
の
主
な
も
の
を
順
を
追

っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

▽
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
市
の
公
平
委
員
で
あ
る
稲
原
春
生
氏

（
富
高
U
医
師
）
が
九
月
二
十
日
で
任

期
満
了
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後

任
を
き
め
る
も
の
で
同
氏
が
満
場
一
致

で
再
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
市
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る
安
藤
仁

一
郎
氏
（
細
島
は
商
業
）
が
九
月
末
日

ま
で
任
期
満
了
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
後
U
任
を
き
め
る
も
の
で
、
同
氏
が

満
場
一
致
で
再
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
農
業
共
済
損
害
評
価
会
委
員
の
選
任

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
・

　
市
農
業
共
沿
損
害
評
価
会
委
員
が
九

月
末
日
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
の

で
そ
の
後
任
を
き
め
る
も
の
で
．
次
の

方
々
か
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
川
　
敏
（
財
光
寺
－
－
農
協
長
）

　
黒
木
　
進
（
日
知
屋
1
1
農
業
）

　
奈
須
利
刀
（
塩
見
F
農
業
）

／
　
　
　
　
｝

　
川
野
佐
一
（
平
岩
n
農
協
長
）

　
児
玉
茂
雄
（
平
岩
H
農
業
）

　
黒
木
三
太
郎
（
美
々
津
口
農
協
長
）

　
黒
木
泰
弘
（
美
々
津
1
1
農
業
）

▽
公
営
住
宅
建
設
特
定
計
画
に
つ
い
て

　
市
内
塩
見
鳥
の
巣
に
住
宅
団
地
を
造

成
し
次
の
年
度
計
画
で
簡
易
耐
火
構
造

の
住
宅
百
六
十
戸
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

建設計画

種 別

第1種1第2種1計
度年

32戸

32

1ω

24戸

24

24

24

24

1⑳

8戸

8

8

8

8

59年度

40年度

41年度

42年度

43年度

計

昭和
1
〃

〃

〃

〃

▽
市
起
債
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て

　
し
尿
処
理
施
設
（
継
続
）
事
業
充
当

財
源
と
し
て
千
百
五
十
万
円
を
大
蔵
省

資
金
運
用
部
か
ら
借
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
利
率
は
年
六
分
五
厘
で
償

還
方
法
は
借
入
れ
月
よ
り
昭
和
五
十
八

年
ま
で
の
二
十
ケ
年
間
に
元
利
均
等
償

還
で
す
。

　
ま
た
消
防
施
設
整
備
事
業
充
当
財
源

と
し
て
百
万
円
を
全
国
市
有
物
件
災
害

共
済
会
か
ら
借
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
利
率
は
年
六
分
三
厘
で
、
償
還
方

法
は
借
入
れ
月
よ
り
四
十
二
年
ま
で
の

四
ケ
年
内
に
元
利
均
等
償
還
で
す
。

　
な
お
ま
た
公
有
林
整
備
事
業
資
金
と

万
円
、
精
製
糖
八
十
帽
億
円
、
合
計
百

十
億
九
千
五
百
万
円
を
あ
げ
る
計
画
で

す
。
な
お
所
要
従
業
員
は
職
員
八
十
名

工
員
四
百
二
十
名
、
合
計
五
百
名
で
内

三
百
八
十
名
を
地
元
で
採
用
す
る
予
定

で
す
。

　
両
社
は
細
島
地
区
が
大
き
な
港
を
も

ち
原
料
、
製
品
の
輸
送
に
便
利
な
こ
と

　
南
九
州
が
豊
富
な
カ
ン
シ
ョ
の
生
産

地
で
あ
る
こ
と
、
水
量
の
豊
富
な
こ
と

な
ど
か
ら
当
地
区
進
出
へ
ふ
み
き
っ
た

も
よ
う
で
す
。

　
こ
の
工
場
に
つ
づ
い
て
第
三
、
第
四

の
工
場
が
建
設
さ
れ
⊃
細
島
臨
海
工
業

地
区
に
大
小
の
工
場
が
林
立
し
、
み
ど

り
と
太
陽
の
工
業
都
市
「
日
向
市
」
が

誕
生
す
る
の
も
、
そ
う
遠
い
将
来
で
は

な
い
よ
う
で
す
。

”
き
　
，
＆
三
：
呂
曹
　
乙
…
冒
：
8
冒
．
。
昌
＝
3
　
昌
響
　
9
乙
＝
；
。
＝
　
．
5
呂
＝
，
　
昌
｝
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日
年
金
掛
金
－
一

　
　
　
　
　
納
入
は
早
目
に

　
　
国
民
年
金
（
拠
出
制
）
第
二
基
準
月

　
の
納
期
は
十
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い

　
ま
す
，
第
一
基
準
月
（
四
月
、
五
月
、

　
六
月
分
）
、
第
二
基
準
月
（
七
月
、
八

　
月
、
九
月
分
）
で
ま
だ
納
め
て
い
な
い

　
人
は
早
目
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
納
入
が
遅
れ
ま
す
と
不
慮
の
事
故
か

　
あ
っ
た
場
合
に
母
子
年
金
や
障
害
年
金

　
な
ど
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
老
後
を
明
る
く
、
豊
か
に
す
る
た
め

　
に
必
ず
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
る
よ
う

　
お
願
い
し
ま
す
。

。
一
一
一
一
＝
・
　
ニ
　
　
　
・
一
，
一
・
　
　
一
一
　
　
一
「
一
一
，
　
　
ニ
　
　
一
一
一
冒
一
　
　
畠
一
－
　
　
一
曽
一
一
冒
　
　
一
肌
　
　
二
一
＝

若
い
人
は
大
陸
へ

　
　
　
　
児
玉
斉
（
平
岩
出
身
）
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
三
十
年
ふ
り
に
帰
国

　
　
ブ
ラ
ジ
ル
の
実
業
界
で
活
躍
し
て
い

　
る
日
向
市
出
身
者
が
三
十
年
ぶ
り
に
帰

　
国
、
さ
る
二
十
八
日
号
役
所
を
訪
れ
、

　
現
地
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し

　
た
。

　
　
こ
の
人
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
出
荷
組

　
合
の
専
務
を
し
て
お
ら
れ
る
児
玉
斉

　
　
（
娼
）
さ
ん
1
1
写
真
下
（
平
岩
出
身
）

　
で
、
昭
和
七
年
に
旧
制
延
岡
中
学
校
を

｛
　
卒
業
す
る
と
1
8
才
で
単
身
ブ
ラ
ジ
ル
に

　
渡
り
コ
ツ
コ
ツ
商
売
に
励
ん
で
今
日
の

ゆ

静
　
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
「
わ
た
し
は
十
八
才
の
と
き
に
ブ
ラ

へ
　
・
涛
ル
に
渡
り
、
三
十
年
ぶ
り
に
郷
里
の

　
墓
参
か
た
が
た
帰
国
し
、
七
月
か
ら
約

、　
ニ
ケ
月
に
わ
た
っ
て
日
本
の
各
地
を
視

｛　察
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
狭
さ
を
つ
く

｛　つ
く
と
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の
点
ブ
ラ

　
ジ
ル
は
広
く
て
豊
か
で
す
。
国
土
は
ほ

三
三
＝
一
’
一
一
一
毛
　
　
＝
　
＝
一
－
一
　
一
一
　
三
層
一
・
　
＝
　
三
一
一
　
毫
暫
一
一
ミ
・

、

し
て
三
百
三
十
万
円
を
農
林
漁
業
金
融

公
庫
か
ら
借
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た

　
利
率
は
年
四
分
五
厘
で
、
償
還
方
法

は
五
十
九
年
か
ら
六
十
八
年
ま
で
の
十

ケ
年
間
に
元
利
均
等
償
還
で
す
。

▽
日
向
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
第
六
条
で
、

療
養
費
の
給
付
は
当
該
疾
病
ま
た
は
負

傷
が
転
帰
に
至
る
ま
で
行
う
。
た
だ
し

結
核
、
精
神
病
に
つ
い
て
は
そ
の
給
付

を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を

経
過
し
た
と
き
は
行
な
わ
な
い
と
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
議
会
で
こ
の
た

だ
し
書
き
以
下
の
条
文
が
削
除
さ
れ
ま

し
た
。
で
す
か
ら
こ
ん
ご
は
、
結
核
、

精
神
病
で
あ
っ
て
も
そ
れ
か
治
る
ま
で

長
期
に
わ
た
っ
て
療
養
費
の
給
付
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
こ
の
ほ
か
陳
情
二
件
、
請
願
二

六
件
が
上
程
さ
れ
各
委
員
会
に
附
託
さ

れ
ま
し
た
。

Ψ
被
災
農
家
に

　
　
　
　
特
別
貸
し
つ
け
協

　
さ
き
の
九
号
、
十
四
号
の
台
風
に
よ

っ
て
農
家
の
家
屋
、
農
地
、
農
作
物
で

十
万
円
以
上
に
相
当
す
る
被
害
を
受
け

た
農
家
に
対
し
、
い
ま
特
別
融
資
に
よ

る
災
害
資
金
の
貸
付
け
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
貸
付
限
度
額
は
最
高
三
十
万
円
で
利

率
は
年
五
分
。
償
還
方
法
は
三
年
す
え

置
き
の
年
賦
償
還
で
す
。

　
借
入
れ
申
し
込
み
用
紙
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で

早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は

そ
の
都
度
早
雪
事
務
局
の
方
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

と
ん
ど
原
始
林
で
う
ま
り
、
開
発
し
よ

う
と
思
え
ば
無
限
と
い
え
る
ほ
ど
で
す

若
い
人
は
何
も
せ
ま
い
こ
の
日
本
で
コ

セ
コ
セ
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
大
陸
に
渡
り
日
本
人
の
頭
の
良

さ
、
す
ぐ
れ
た
農
業
技
術
を
い
か
ん
な

く
発
揮
す
べ
き
で
す
。

　
ブ
ラ
。
ノ
ル
に
邦
人
が
五
十
一
万
人
、

内
五
千
人
か
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
住
ん
で

お
り
ま
す
か
、
こ
こ
で
の
日
本
人
の
活

躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
政
府
か
ら
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
崎
県
出
身
の

方
で
も
広
大
な
コ
ー
ヒ
ー
園
を
経
営
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
し
、
三
つ
く
り
で

も
一
番
大
き
な
の
に
な
る
と
「
人
で
二

千
五
百
町
歩
を
経
営
し
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
主
に
鹿
児
島
の
人
た
ち
が
多
い

よ
う
で
す
。
死
ぬ
の
は
ど
こ
で
も
「
緒

で
す
一
か
ら
将
来
農
業
を
や
ろ
う
と
思
う

＝
　
　
二
層
＝
p
更
　
　
　
…
＝
　
2
「
　
二
一
冒
＝
　
畠
一
＝
一
。
≡
－
・
一
二
　
「
一
■
一
＝
　
　
＝

魯

㌻

　
　
、

　
　
O

㍉
5

【
竃　
〆

…
　
こ
と
し
も
一
日
か
ら
赤
い
羽
根
で

…
お
な
じ
み
の
「
国
民
た
す
け
合
い
募

…
金
運
動
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
運
動
は
い
う
ま
で
も
な
く
世

　
の
中
の
不
幸
を
な
く
し
、
み
ん
な
が

　
幸
わ
せ
で
あ
る
よ
う
に
…
と
い
う
だ

　
　
　
　
　
れ
も
が
も
っ
て
い
る
願
い

　
　
こ
　
　
を
国
民
の
共
同
連
帯
の
力

　
　
壱

　
　
　
　
　
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
も

中
　
　
　
　
　
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
こ
の
募
金
運
動
に

　
　
の科
斗
熱
論
縫
絵

　
　
、
　
　
ろ
ざ
し
は
八
十
七
万
五
千

ロ
　
　
　
し

●

π胎
織
綾

ダ
鑑
鰭

鍵
戦
脇

総
髭
鰐
…
蕊
饅

…
大
い
に
役
証
せ

司
＝
＝
．
・
．
6
・
・
＝
■
置
＝
＝
昌
＝
口
．
璽

るい佳みよ
．

円
に
も
達
し
、
不
幸
な
人

た
ち
の
更
生
資
金
と
し
て

ま
た
身
体
障
害
者
、
母
子

家
庭
の
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
、
低
所
得
層
の
転
落

を
防
ぎ
自
立
更
生
を
は
か

る
た
め
に
、
可
愛
い
い
子

＝秋の交通安全運動＝

　秋の交通安全運動か11日から20日までの10日

間全国一せいに行なわれます。ことしの目標は

　①安全な横断歩道の確保
　②　飲酒運転の絶滅

　③　踏切道の通行安全の確保

　④車輌の完全整備励行
⑤不正道路使用の排除です
お互い守って事故のない明るい街にしましよう。

　　　　；日向警察署＝’

。
二
一
曽
一
　
　
　
　
　
．
；
，
一
，
一
，
　
；
一
　
　
〇
一
冒
一
，
，
　
　
　
　
　
O
一
冨
一
　
　
言
　
　
　
一
一
一
一
一
「
9
　
一
マ
　
　
一
9
一
曽
F

若
い
人
た
ち
は
、
こ
う
い
っ
た
大
陸
に
「

大
い
に
渡
る
べ
き
で
す
」
と
：
。
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謂

　
　
◇
近
く
派
米
農
業
労
務
者
を
募
糊

　
集
◇
　
　
　
　
　
　
“

　
市
で
は
近
く
夏
着
農
業
労
務
者
を
募
軸

嘉
し
ま
す
。
渡
米
に
要
す
る
経
費
は
自
副

費
が
二
万
円
以
下
で
他
は
貸
付
け
ら
れ
働

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

資
格
d
④
中
卒
以
上
で
現
に
肇
覧

従
事
し
て
い
る
も
の
　
㊥
身
長
一
書
六
献

○
、
胸
囲
八
○
傭
、
体
重
五
五
キ
。
以
上
』

で
結
核
、
ト
ラ
コ
ー
マ
等
の
疾
病
の
な
魅

乾
麟
雛
も
。
囁
上
三
。
才
…

幕
望
の
至
巧
度
市
諜
者
ま
で
M

＝
＝
一
　
　
一
胃
　
幽
一
＝
＝
＝
，
　
ρ
一
　
甲
一
一
一
一
嘘
一
　
　
一
一
冒
’
　
一
一
一
望
9
　
　
一
；
　
　
畠
；
一
　
　
　
　
　
二
呂
一
■
，
、

、

4
－
i
」

：
・
嘉

6
・
・
＝
囎
．
・
．
・
＝
3
＝
・
＝
診
3
日
直
客
＝
」
蟹
竃
韓
魯
．
＝
＝
巴
＝
3
；
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ

と
し
も
こ
の
募
金
目
標
額
を
百
万
円

（
戸
別
募
金
七
十
万
円
、
特
志
募
金
二

十
万
円
、
街
頭
募
金
十
万
円
）
と
し
、

圃■08■■●●●■6璽暫■■■9■

み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
金

と
に
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
募

　
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
い
募

金
は
・
い
ま
も
述
べ
た
よ
う
に
明
か
る
根

蜷
避
難
藁
葺
篇
般
提
羽

は
市
行
政
面
に
お
け
る
福
祉
事
業
（
福
い

祉
事
務
所
）
と
は
別
で
、
市
内
各
民
間
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
長
会
、
婦
－

　
　
　
　
（
民
生
委
員
、

福
祉
団
体

協
、
青
協
、
保
護
司
会
）
等
で
組
織
さ

れ
た
学
閥
唯
一
の
社
会
福
祉
協
議
会
が

募
金
の
ほ
か
に
国
、
県
、
市
か
ら
の
助

成
金
等
も
加
え
て
福
祉
事
務
所
と
両
輪

の
形
態
の
も
と
に
福
祉
事
業
を
お
し
す

す
め
る
た
め
の
大
き
な
財
源
に
な
る
の

で
す
。

　
例
年
、
日
向
市
は
県
の
目
標
額
を
は

る
か
に
こ
え
る
実
績
を
示
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
「
た
す
け
合
い
精
神
」
は

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
苦
し
い
中
に
あ
っ
て
も
、
慰

さ
め
合
い
、
た
す
け
合
っ
て
わ
た
し
た

ち
の
日
向
市
を
真
に
住
み
よ
い
理
想
郷

と
し
た
い
も
の
で
す
。

85■68■■■■置●●響■●■■■■■■■■巳■●璽聰曝■8808■置■■口●■■口璽●o塵■6●●，●■●8■聰●■■腫。

’

甲

7



欄　　♂響撃鞭騨糖轡堕奪耀撃覧ぞ鐸写F
ご・　　　　1　　　『広報ひゆうが・4・

〆ミ徹．覆噸鍔墜轄耐》

月鱒便協可鰐鷲攣

，

市
長
欧
米
視
察
の
途
に
つ
く

璽

六
ノ
ル
ル
か
ら
第
嘲
．
便
と
ど
く

　
欧
米
各
国
を
視
，
察
す
る
た
め
、
全
国

市
長
十
五
人
の
視
察
団
員
に
選
ば
れ
た

藤
井
市
長
は
、
予
定
通
り
二
十
一
．
日
、

多
ぐ
の
人
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
日
向
市

駅
を
出
発

　
二
十
四
日
に
羽
田
空
航
か
ら
日
航
8

1
0
便
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
行
き
「
か

ま
く
ら
号
」
で
欧
米
視
察
の
途
に
つ
き

ま
し
た
。
な
お
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
次
の
よ

う
な
第
「
便
が
と
ど
き
ま
し
た
。

1
1
日
向
市
駅
、
宮
崎
空
航
、
羽
田
空
調

で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
、
在
京
の
日
向

人
会
の
人
た
ち
の
多
く
の
見
送
り
を
受

け
て
元
気
に
視
察
の
途
に
つ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
珍
ら
し
く
上

々
の
．
秋
日
和
で
青
い
空
へ
極
め
て
快
適

に
す
い
こ
ま
れ
そ
う
な
天
候
で
し
た
。

　
・
空
路
約
七
時
間
で
ホ
ノ
ル
ル
に
着
き

・
ま
し
た
。
こ
こ
は
日
本
の
盛
夏
よ
り
ち

よ
つ
と
は
ず
れ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

¶
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
広
場
、
庭
、
路
端
に
も

　
．
4

寒
づ

、
レ

．
ノ

　
沢
山
の
ヤ
シ
の
木
が
あ
り
ま
す
。
検
疫

　
証
明
、
入
国
手
続
な
ど
市
長
視
察
団
と

　
い
う
理
由
で
至
極
簡
単
で
す
が
そ
れ
で

．
も
小
一
時
間
か
か
り
ま
し
た
。
街
路
か

　
ら
み
た
街
の
情
景
な
ど
ま
る
で
驚
異
で

　
映
画
や
話
で
知
っ
た
ホ
ノ
ル
ル
と
は
全

　
く
趣
が
異
り
ま
す
。
異
る
と
い
う
よ
り

　
や
は
り
自
分
の
こ
の
目
で
見
る
と
こ
ろ

　
に
強
い
感
覚
の
刺
激
が
あ
る
か
ら
で
し

　
よ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
十
時
半
頃
に
予
約
さ
れ
た
ワ
イ
．
キ
キ

　
海
岸
近
く
の
ホ
テ
ル
に
到
着
、
わ
た
し

　
は
加
古
川
の
福
岡
市
長
さ
ん
と
・
一
緒
に

　
九
階
の
咽
室
に
落
ち
つ
き
ま
し
た
。
下

　
を
見
る
と
一
面
ヤ
シ
の
申
に
立
派
な
ホ

　
テ
ル
が
あ
ヶ
、
ホ
テ
ル
に
附
属
し
た
建

　
物
が
あ
り
庭
園
が
あ
っ
て
、
そ
こ
ら
一

　
面
に
赤
、
青
の
電
灯
が
実
に
美
し
く
飾

　
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
は
り
自
分
で
見
な

　
け
れ
ば
説
明
で
き
な
い
、
ま
た
理
解
で

　
き
な
い
情
景
で
す
。
　
　
「
　
9
‘

　
　
一
夜
明
け
て
朝
九
時
半
か
ら
貸
切
り

　
バ
ス
で
ホ
ノ
ル
ル
市
役
所
を
視
察
に
で

　
か
け
ま
し
た
。
建
物
は
自
然
石
を
あ
し

　
ら
っ
た
古
い
建
物
で
あ
ま
り
立
派
で
は

　
あ
紅
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と
な
く
落
ち
つ
、

　
い
て
い
ま
す
。
三
階
建
、
わ
ず
か
に
四

　
百
人
位
し
か
収
容
で
ぎ
な
い
程
度
の
も

　
の
で
す
。
市
長
さ
ん
が
不
在
で
し
た
の

　
で
助
役
さ
ん
か
ら
案
内
説
明
を
受
け
ま

．
移
耽
四
部
長
級
、
課
長
級
の
人
達
も
日

本
ん
で
あ
り
、
．
い
ず
れ
も
二
世
、
三
世

　
で
日
本
語
は
完
全
に
話
せ
ま
せ
ん
。

　
　
行
政
機
構
も
日
本
と
大
体
似
て
い
る

　
よ
う
で
す
が
、
面
甘
い
こ
と
は
警
察
官

　
が
市
の
「
般
末
端
行
政
的
な
、
つ
ま
り

　
日
向
市
の
区
長
さ
ん
の
よ
う
な
仕
事
を

　
し
て
い
る
よ
う
で
へ
市
役
所
で
は
僅
か

　
の
人
が
事
務
を
と
っ
て
い
る
だ
け
で
す

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
’
「
．
　
　
．
．
》
儀
・
．

r　
》
誇
　
　
　
　
＝

　
　
一
般
行
政
は
ほ
と
ん
ど
末
端
委
員
会

　
で
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
市
長
は
基

本
的
な
行
政
指
揮
命
令
と
い
っ
た
も
の

の
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
一
行
は
行
政
機
構
、
財
政
上

の
問
題
と
か
な
り
つ
っ
こ
ん
だ
質
問
に

時
間
を
か
け
、
そ
の
後
助
役
さ
ん
の
招

待
で
中
食
会
場
に
案
内
を
受
け
ま
し
た

　
午
后
｝
歯
す
ぎ
助
役
さ
ん
を
は
じ
め

市
の
方
た
ち
に
お
別
れ
を
し
て
次
O
行

動
に
移
り
ま
し
た
。
次
の
予
定
は
い
ろ

　
い
ろ
の
施
設
や
遺
跡
の
見
学
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
二
便
で

　
　
あ
な
た
の
自
転
車
は

　
」
新
し
い
防
犯
登
録
詮
で
す
か
？

　
先
月
の
広
報
紙
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
、
い
ま
バ
イ
ク
、
自
転
車

等
の
防
犯
登
録
証
の
や
り
替
え
を
平
な

　
つ
て
い
ま
す
ゆ
数
年
前
か
ら
防
犯
組
合

と
警
察
署
が
行
な
っ
て
参
り
ま
し
た
防

．
：
犯
登
録
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
製
で
あ

る
た
め
長
い
間
に
は
字
が
か
す
れ
た
ぴ

も
ぎ
と
れ
た
り
し
て
い
ま
レ
た
。

　
そ
こ
で
警
察
署
な
ど
が
長
い
間
研
究

し
て
ス
コ
ツ
ヂ
ヲ
イ
下
製
の
登
録
証
を

卸
く
り
だ
し
ま
し
た
。

、
こ
の
ス
コ
ツ
ヂ
ラ
イ
ト
は
一
度
は
り
、

．つ

ｯ
る
と
容
易
に
は
げ
ず
、
無
理
に
は
・

が
す
と
自
転
車
の
塗
料
ま
で
は
げ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
一
度
登
録
し
て
い
た

自
転
車
だ
と
い
ヶ
こ
と
は
一
見
し
て
わ

か
り
ま
す
。
市
防
犯
組
合
で
は
九
月
末

日
で
こ
れ
ま
で
の
ア
ル
ミ
製
の
登
録
証

が
無
効
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機

会
に
一
斉
に
登
録
替
え
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
日
程
は
次
の
通
り
で
す
か

ら
「
台
も
れ
な
く
受
け
て
下
さ
い
。

◇
日
　
　
程
◇

10

獅
P
0
・
1
1
日
目
美
々
津
支
所

　
1
4
・
1
5
日
1
1
幸
脇
出
張
所

　
1
6
～
1
8
日
H
岩
脇
支
所

　
2
1
・
忌
日
郭
財
光
寺
派
出
所

　
箔
B
1
1
永
田
公
民
館

　
」
2
4
日
ロ
奥
野
公
民
館

　
ゐ
日
陪
中
村
公
民
館

　
2
8
～
聞
日
“
細
島
支
所

　
3
1
日
1
1
曾
根
公
民
館

11

獅
P
日
1
1
江
良
公
民
館

　
4
・
5
日
1
1
亀
崎
公
民
館

　
6
日
1
1
梶
木
公
民
館

　
7
日
目
貿
手
公
民
館

　
8
日
口
本
谷
公
民
館

　
1
1
日
1
一
畑
浦
公
民
館

　
1
1
・
1
2
日
踊
市
役
所
総
務
課

時
間
は
い
つ
れ
も
午
前
十
時
か
ら
四

時
ま
で
で
す
。

）

被
保
除
者
護
を
書
き
替
え
ま
す

　
　
　
一
度
ご
提
出
を
！

　
国
民
健
康
保
険
で
診
療
を
受
け
た
場

合
、
本
人
の
負
担
額
は
い
ま
ま
で
五
割

で
し
た
が
、
十
月
「
日
か
ら
世
帯
主
だ

け
に
限
り
．
二
割
引
き
下
げ
ら
れ
三
割
負

担
で
療
養
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
結
核
や
精
神
病
は
給
付
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
三
ケ
年
を
経

過
す
る
と
給
付
が
停
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
こ
ん
ど
の
議
会
で
条
例

が
改
正
さ
れ
、
、
長
期
の
給
付
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
保
険
課
で
は
、
そ
の
た
め
い
ま
お

手
許
に
渡
し
て
あ
る
被
保
険
者
証
の
書

替
え
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
被
保

険
者
証
を
書
替
え
な
け
れ
ば
い
ま
ま
で

ど
お
り
病
院
等
で
五
割
の
療
養
費
を
請

求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
書
替
え
の
す
ん
で
い
な
い
被
保
険
者

証
は
一
度
市
保
険
課
の
方
へ
ご
提
串
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
世
帯
で
は
世
帯
主
以

外
の
一
名
が
準
世
帯
主
と
し
て
医
療
費

の
三
割
負
担
で
療
養
が
受
け
ら
れ
ま
す

‘
三
一
冨
…
三
…
』
一
＝
ξ
・
・
…
・
・
重
心
巳
一
・
＝
三
＝
…
・
・
…
一
三
一
＝
一
ぎ
…
三
．
三
一
＝
＝
≡
・
・
．
三
・
・
一
．
．
一
三
…
一
一
・
・
・
・
…
…
・
一
三
＝
一
亨
「
三
…
三
一
一
一
一
一
…
…
・
三
・
・
三
一
一
碁
…
ミ
・
三
一
・
一
＝
一
一
一
≡
＝
三
・
・
三
・
・
≡
ヨ
一
一
…
…
…
・
一
一
一
一
＝
言

中村防露6デル地区一

　
防
犯
灯
や
．

一
、
．
防
犯
標
柱

を
？
く
る

　
さ
る
八
目
、
県
防
犯
連
合
会

か
ら
H
向
市
で
は
二
回
月
の
防

犯
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
を

受
け
た
塩
見
申
村
支
部
で
は
村

を
明
る
く
し
て
犯
罪
を
な
く
そ

う
と
、
、
乙
の
ほ
ど
事
業
計
画
に

基
づ
い
て
防
犯
灯
（
五
ケ
所
Y

や
防
犯
標
語
を
記
入
し
た
標
柱

　
（
七
本
）
を
暗
が
り
や
人
通
り

一
の
多
卦
と
こ
ろ
に
建
て
ま
し
允

■

　
こ
れ
で
婦
女
子
や
子
供
の
夜

道
の
一
人
歩
き
も
心
配
な
く
な

　
つ
た
と
中
村
の
人
た
ち
は
大
よ

ろ
こ
び
、
、
部
落
は
み
ち
が
え
る

ほ
ど
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
支
部
で
は
ち
か
く
防
犯

診
断
を
行
な
い
、
診
断
の
結
果

を
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
て
各
戸

、
に
く
ば
り
㌦
注
意
を
う
な
が
す

と
と
に
壷
響
ま
す
。
．

＾
　
　
観

；
多

．
’
、
：
．
．

撃

’．
　
繋

@
も

「
郵
．

ず


	にぎわった十五夜祭り―新産都市祝賀もかねて例年にないにぎわい

	完成したし尿処理場―一日に二万人分を処理

	細島に第二の工場進出―東洋果糖共和製糖との総合甘味工場―３４億円で来年完成

	若い人は大陸へ―児玉斉さん―ブラジルから三十年ぶりに帰国

	公平委員に稲原春生氏教育委員に安藤仁一郎氏を再選任―国民健康保険条例も一部改正

	お互いが助け合って明るい住みよい世の中に

	市長欧米視察の途につく―ホノルルから第一便とどく

	中村防犯モデル地区―
防犯灯や防犯標柱をつくる

